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浅
野
太
左
衛
門
家
旧
蔵
『
徒
歌
授
受
伝
』『
能
楽
余
録
』

解
題
と
飜
刻　

大　

谷　

節　

子

【
解
題
】

　

浅
野
太
左
衛
門
家
旧
蔵
（
現
在
、
京
都
観
世
会
浅
野
文
庫
所
蔵
）
資
料
の
中
か
ら
、『
徒
歌
授
受
伝
』
全
文
と
『
能
楽
余
録
』
の

一
部
を
翻
刻
す
る
。『
徒
歌
授
受
伝
』
の
「
徒
歌
」
は
、「
す
う
た
い
」
と
訓
ず
る
。
江
戸
期
の
京
都
は
謡
を
業
と
す
る
家
々
が
各
々

謡
講
を
催
す
活
況
に
あ
り
、
そ
の
門
弟
た
ち
は
畿
内
は
い
う
に
及
ば
ず
、
地
方
に
謡
の
弟
子
を
持
ち
、
日
本
各
地
に
謡
文
化
を
広
め

て
い
っ
た
（
１
）。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
、
近
代
に
な
っ
て
五
軒
家
と
総
称
さ
れ
た
井
上
次
郎
右
衛
門
家
、
林
喜
右
衛
門
家
、
岩
井
七

郎
右
衛
門
家
、
園
久
兵
衛
家
、
浅
野
太
左
衛
門
家
の
五
家
で
あ
る
。
謡
の
家
で
あ
っ
た
五
家
は
、
江
戸
中
期
に
福
王
流
か
ら
観
世
流



六
二

へ
と
帰
属
し
て
い
っ
た
が
、
当
時
の
浅
野
家
当
主
八
代
栄よ
し

足た
り

は
、
門
人
の
鸚
鵡
竹
苞
源
春
行
（
佐
々
木
竹
苞
楼
主
人
）
に
こ
の
経
緯

を
ま
と
め
さ
せ
、
春
行
没
後
の
文
政
三
年
七
月
に
自
ら
序
文
を
付
し
て
『
素
謡
世
々
之
跡
』
を
成
し
た
。

　
『
素
謡
世
々
之
跡
』
は
、
野
々
村
戒
三
「
京
観
世
の
由
来（２
）」
に
、「
美
濃
判
写
本
、
紙
数
四
十
八
枚
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
次
い
で

全
文
が
『
未
刊
随
筆
百
種
』
第
十
三
（
米
山
堂
、
一
九
二
八
年
）
に
翻
刻
さ
れ
た
。
野
々
村
氏
に
よ
れ（
３
）ば、
底
本
は
斎
藤
香
村
が
某

所
よ
り
借
覧
し
た
写
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
西
野
春
雄
氏
に
よ
っ
て
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
（
三
一
書
房

刊
）
に
収
め
ら
れ
た
際
に
は
、
野
々
村
氏
に
よ
る
ペ
ン
書
き
写
本
を
昭
和
十
四
年
に
田
中
允
氏
が
騰
写
し
た
ペ
ン
書
き
写
本
が
底
本

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
解
題
に
よ
れ
ば
原
本
の
所
在
・
存
否
は
不
明
で
あ
り
、
西
野
氏
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
翻
刻
時
に
使
用
さ

れ
た
転
写
本
の
写
真
版
も
現
在
は
残
さ
れ
て
い
な
い
由
で
あ
る
。『
素
謡
世
々
之
蹟
』
は
、
素
謡
の
歴
史
を
辿
る
際
の
重
要
な
基
本

資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
で
あ
り
、
個
々
の
記
述
を
裏
付
け
る
資
料
の
発
掘
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
飜
刻
す
る
二
冊
の
内
、『
徒
歌
授
受
伝
』
仮
綴
一
冊
（
図
版
１
・
２
）
は
、
識
語
の
類
を
持
た
な
い
が
、
浅
野
家
伝

来
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
内
容
か
ら
、『
素
謡
世
々
之
跡
』
作
成
の
資
料
の
一
つ
と
知
ら
れ
る
一
書
で
あ
る
。『
素
謡
世
々
之

跡
』「
表
紙
裏
題
簽
横（４
）」
に
は
、

此
書
は
、
そ
の
か
み
徒
歌
と
い
ふ
業
の
興
来
し
事
の
実ア
ト

、
ま
た
世
に
授
受
の
沿
革
た
る
よ
し
、
徒
歌
者
流
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、

凡
て
此
業
に
志
す
徒ト
モ

衆ガ
ラ

の
知
で
は
得
あ
る
ま
じ
き
事
ど
も
を
記
た
る
書
な
り
。
徒
歌
授
受
の
事
実
は
凡
て
此
書
に
尽
た
り
（
５
）

と
あ
り
、『
素
謡
世
々
之
跡
』
が
徒
歌
（
素
謡
）
の
起
り
と
授
受
の
沿
革
を
記
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
徒
歌
授

受
伝
』
の
書
名
は
こ
れ
を
端
的
に
冠
し
て
い
る
。
野
々
村
氏
は
、「
徒
歌
授
受
伝
」
を
「
春
行
関
係
の
遺
著
」
の
一
つ
に
挙
げ
、
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「『
素
謡
世
々
之
蹟
』
の
「
姉
妹
編
」
と
し
て
、
そ
れ
に
闕
け
て
居
る
所
を
補
ふ
も
の（６
）」
と
す
る
。
し
か
し
、『
素
謡
世
々
之
蹟
』
に

佐
々
木
春
行
が
付
し
た
識
語
に
は
、

総
て
は
、
我
師
家
に
伝
へ
た
る
徒
歌
授
受
伝
と
い
ふ
書
を
以
て
本
文
と
な
し
、
其
余
の
事
実
に
お
き
て
は
、
世
々
の
記
録
、
ま

た
諸
家
の
説
を
細
注
し
て
微
論
し
、
欠
た
る
を
補
ひ
、
は
た
異
説
あ
る
を
ば
論
へ
り
。
徒
歌
原
始
授
受
の
事
実
は
、
す
べ
て
此

書
に
尽
た
り
。

と
あ
り
、「
師
家
」
で
あ
る
浅
野
太
左
衛
門
家
が
伝
え
て
い
た
「
徒
歌
授
受
伝
と
い
ふ
書
」、
則
ち
本
書
は
『
素
謡
世
々
之
蹟
』
の
依

拠
資
料
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
野
々
村
氏
の
論
考
に
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
全
体
の
翻
刻
は
未
だ

な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
一
書
の
『
能
楽
余
録
』
一
冊
は
、
そ
の
名
が
『
素
謡
世
々
之
跡
』
冒
頭
の
浅
野
栄
足
序
文
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
あ

る
。

此
書
は
し
も
、
い
に
し
年
、
能
楽
余
録
と
い
ふ
書
著
す
と
て
書
き
し
中
の
、
徒
歌
と
い
ふ
業
出
来
し
始
め
の
さ
だ
と
い
へ
る
一

の
条
な
る
が
、
そ
れ
の
条
か
き
つ
ゞ
る
に
、
さ
る
伝
ご
と
記
シ
た
る
書
、
は
た
そ
れ
に
附
キ
た
る
書
と
云
ふ
み
ら
、
何
く
れ
と

集
へ
考
し
る
す
に
、
其
が
中
に
は
、
こ
と
の
混
じ
な
ど
有
を
も
考
正
べ
く
思
ふ
が
故
に
、
そ
れ
ら
の
事
繁
き
条
を
も
、
お
つ
る

事
な
く
記
も
て
行
ク
に
、
思
ふ
に
も
似
ず
紙
の
数
い
や
増
し
て
、
あ
だ
し
条
と
は
事
の
条
こ
と
な
る
や
う
な
れ
ば
、
此
一
条
を

ば
ぬ
き
で
て
、
か
く
別
書
と
は
な
せ
る
に
な
む
。

右
に
よ
れ
ば
、『
素
謡
世
々
之
跡
』
は
、
浅
野
栄
足
が
記
し
た
『
能
楽
余
録
』
の
中
の
一
条
「
徒
歌
と
い
ふ
業
出
来
し
始
め
の
さ
だ
」

に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
の
『
能
楽
余
録
』
は
浅
野
家
旧
蔵
資
料
中
の
紺
表
紙
楮
紙
袋
綴
一
冊
『
能
楽
余
録
』
全
六
十
一
丁
が
こ
れ



六
四

に
該
当
し
よ
う
。
本
書
の
外
題
は
、
左
肩
白
色
外
題
箋
に
墨
書
で
「
能
楽
余
論　

完
」
の
「
論
」
を
見
せ
消
ち
し
て
、「
能
楽
余
録
」

と
す
る
（
図
３
）。
本
文
第
一
丁
オ
の
第
一
行
目
「
能
楽
余
録　

附
言
」
も
、「
能
楽
余
論
」
の
「
論
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
能
楽
余

録
」
と
す
る
（
図
５
）。
但
し
、
内
題
と
、
全
丁
に
付
さ
れ
た
柱
書
の
「
能
楽
余
論
」
に
訂
正
は
入
っ
て
い
な
い
（
図
７
）。
な
お
、

野
々
村
氏
は
、『
素
謡
世
々
之
蹟
』
の
序
文
に
見
え
て
い
る
「
能
楽
余
録
」
に
つ
い
て
、「
稿
本
と
浄
書
本
と
の
二
通
り
、
浅
野
家
に

現
存
し
て
居
る
」（
前
掲
論
文
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
は
訂
正
を
要
す
る
。
浅
野
家
旧
蔵
資
料
の
中
に
は
、
同
じ
く
内

題
を
「
能
楽
余
録
」
と
す
る
別
の
一
冊
（
外
題
『
能
楽
余
論
』（
図
８
））
が
存
す
る
が
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
『
能
楽
余
録
』
と
該
書

は
、
必
ず
し
も
「
稿
本
と
浄
書
本
」
の
関
係
で
は
な
い
。『
能
楽
余
論
』（
外
題
）
も
ま
た
訂
正
を
多
く
含
み
（
図
９
）、
何
よ
り
、

野
々
村
氏
が
浄
書
本
と
さ
れ
た
こ
の
書
に
は
、『
素
謡
世
々
之
蹟
』
に
い
う
「
徒
歌
と
い
ふ
業
出
来
し
始
め
の
さ
だ
」
の
一
条
は
な

い
。『
能
楽
余
論
』（
外
題
）
は
、
本
書
の
項
目
の
一
部
を
抜
粋
し
、
注
釈
を
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
、
未
完
で
あ
る
（
図
10
）。

　

本
書
冒
頭
の
「
附
言
」（
図
５
・
６
）
は
、「
橘
園
主
人
源
栄
足
」
則
ち
淺
野
栄
足
が
記
し
た
序
文
で
あ
る
。「
付
言
」
に
続
く
本

文
に
も
「
淺
野
栄
足
誌
」
と
あ
り
、
本
書
は
序
、
本
文
共
に
浅
野
栄
足
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
以
下
の
項
目
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、『
素
謡
世
々
之
蹟
』
に
い
う
「
徒
歌
と
い
ふ
業
出
来
し
始
め
の
さ
だ
」
は
、「
素
謡
出
来
し
始
の
さ
だ
」
に
該
当
す
る
。

能
楽
余
論
附
言

能
と
い
ふ
楽
出
来
し
始
の
さ
た

能
と
い
ふ
名
の
よ
し

能
楽
張
行
の
事　
　

附
田
楽
能
芸
の
事

能
楽
舞
台
の
事
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素
謡
出
来
し
始
の
さ
だ

能ノ
ウ

楽カ
ク

原
始
諸
説
の
さ
だ

散サ
ル

楽ガ
ク

の
異
説

歌
舞
名
物
同
異
抄
の
説

散サ
ル

楽カ
ク

と
い
ふ
名
の
よ
し

能
楽
を
猿
楽
と
称ヨ
ブ

は
ひ
が
言
な
る
よ
し

或
人
の
書カ
ケ

る
独
語
と
い
へ
る
物
に
い
へ
る
説

　

な
お
、
本
書
に
は
栄
足
自
身
に
よ
る
多
く
の
墨
書
訂
正
、
付
箋
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
見
返
し
に
張
ら
れ
た
一
紙
（
図
４
）

で
は
、
右
の
項
目
の
内
、「
能
楽
張
行
の
事
」
は
「
能
楽
行
ふ
事
の
さ
た
」
に
、「
能
楽
舞
台
の
事
」
は
「
舞
台
の
故
よ
し
」
に
、

「
素
謡
出
来
し
始
の
さ
だ
」
は
「
徒
歌
の
式
の
出
来
そ
め
し
さ
た
」
に
、「
能
楽
原
始
諸
説
の
さ
だ
」
は
「
能
楽
原
始
諸
説
の
弁
」

に
、「
或
人
の
書
る
独
語
と
い
へ
る
物
に
い
へ
る
説
」
は
「
春
台
独
語
を
読
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
書
に
お
け
る
栄
足
の
主
張
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
「
猿
楽
」
の
呼
称
へ
の
批
判
で
あ
る
。「
能
楽
原
始
諸
説
の
さ
だ
」

に
は
、「
雑
劇
の
説
は
。
荻
生
な
に
が
し
が
書
る
。
奈
留
倍
志
と
い
ふ
物
に
い
へ
る
説
な
り
。
そ
も
此
説
は
。
今
の
一
曲
を
見
立
て

い
へ
る
物
な
れ
ば
誤
な
り
」「
よ
し
や
猿
楽
と
も
何
と
も
い
へ
。
そ
は
む
か
し
あ
り
け
ん
優
雑
の
戯
わ
ざ
に
こ
そ
あ
れ
。
い
は
ゆ
る

能
楽
は
吾
皇
国
の
能
楽
ぞ
か
し
」、「
散サ
ル

楽ガ
ク

と
い
ふ
名
の
よ
し
」
に
は
「
こ
れ
の
能
楽
の
総
名
を
。
古
く
よ
り
散サ
ル

楽カ
ク

と
し
も
称
来
し
つ

れ
ど
。
そ
は
当
ら
ぬ
名
な
り
け
り
」「
む
か
し
能
楽
は
じ
め
て
出
来
し
こ
ろ
。
こ
の
能
と
い
ふ
名
は
。
堂
上
の
徒
衆
に
の
み
称
呼
せ

る
事
に
て
。
世
に
は
此
の
能
と
い
ふ
名
の
聞
え
は
た
ら
ね
ば
。
た
ゞ
昔
よ
り
い
ひ
馴
す
猿
楽
の
名
の
あ
る
ま
ゝ
に
。
能
の
総
名
を
も
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俗
人
は
猿
楽
と
。
か
り
そ
め
に
あ
だ
名
せ
し
を
。
世
々
に
唱
へ
来
し
物
な
る
べ
し
」
と
記
す
。
そ
し
て
「
能
楽
を
猿
楽
と
称ヨ
ブ

は
ひ
が

言
な
る
よ
し
」
に
は
、「
今
よ
り
は
。
何
に
ま
れ
物
に
記
さ
ん
に
は
。
能
楽
と
こ
そ
記
さ
め
。
は
た
総
名
を
称
ん
に
も
。
然
と
な
ふ

べ
き
也
。
こ
は
強
て
事
を
好
む
に
は
あ
ら
ず
。
元
よ
り
然
あ
る
べ
き
名
に
て
。
い
は
ゆ
る
秦
曲
な
ど
よ
ば
ん
よ
り
は
。
俗
に
も
目
安

く
。
は
た
今
も
昔
に
も
。
た
が
ふ
ま
じ
く
ぞ
お
も
ふ
」
と
、「
能
楽
」
の
称
を
提
唱
し
て
お
り
、「
徒
歌
」
と
共
に
「
能
楽
」
が
栄
足

の
創
出
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
７
）。

　

今
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
謡
曲
が
能
に
先
行
す
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
謡
を
業
と
し
た
岩
井
七

郎
右
衞
門
家
四
代
岩
井
直
恒
が
宴
曲
に
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
栄
足
は
能
以
前
に
曲
舞
や
今
様
宴
曲
が
溯
る

こ
と
を
以
て
、「
も
と
は
曲
舞
の
み
の
謡
曲
な
り
し
を
、
後
に
前
後
を
制
り
そ
へ
て
、
全
く
今
の
一
番
の
能
と
は
な
れ
り
し
な
り
け

り（８
）」
と
述
べ
、「
謡
曲
」
の
正
統
性
、
根
元
性
を
説
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
『
素
謡
世
々
之
蹟
』『
徒
歌
授
受
伝
』
に
並
ん
で
、
素
謡
史
を
知
る
基
本
資
料
で
あ
る
と
共
に
、
近
世
中

期
の
文
化
史
思
想
史
の
資
料
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
内
「
能
楽
余
録
附
言
」
と
「
能
と
い
ふ
楽
出
来
し
始
の
さ

た
」「
能
と
い
ふ
名
の
よ
し
」「
徒
歌
の
式
の
出
来
そ
め
し
さ
た
」
の
本
文
の
み
を
飜
刻
し
、
残
り
の
項
目
と
自
注
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
す
。

　

な
お
、
本
書
の
加
筆
訂
正
の
再
現
は
煩
雑
を
極
め
る
た
め
、
訂
正
後
の
形
を
飜
刻
し
た
。
句
点
濁
点
に
つ
い
て
は
、
原
本
表
記
を

踏
襲
し
た
が
、
濁
点
表
記
が
な
い
加
筆
訂
正
部
分
に
つ
い
て
は
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
。

　

次
に
参
考
と
し
て
、
浅
野
家
蔵
『
家
系
図
』『
家
譜
』『
浅
野
家
年
表
』『
浅
野
家
日
記
家
代
々
花
押
』
を
も
と
に
作
成
し
た
浅
野

家
略
系
図
を
記
す
。
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六
七

〔
浅
野
太
左
衛
門
家
系
図
〕

源
長
勝

長
政

幸
長

①
栄
茂

某
②
栄
次

某

③
栄
富

ⅰ
栄
忠

ⅱ
正
次

④
栄
貞

ⅲ
栄
了

ⅳ
近
良

ⅴ
貫
道

⑤
栄
長

⑥
栄
充

⑦
廣
明

⑧
栄
足

栄
隆タ
カ

⑨
栄
應
竹
次（
路
）

⑩
栄
輝

春
⑪
治
義

⑫
栄
明

⑭
篤
義

⑬
定
弘

某

①
栄ヨ
シ

茂シ
ゲ

。
浅
野
太
左
衛
門
尉
源
栄
茂
。
初
名
政
茂
。
童
名
太
吉
郎
。
剃
髪
シ
テ
号
橘
園
隆
茂
。
天
正
六
年
二
月
十
九
日
生
。
慶

長
二
年
一
家
創
立
。
慶
長
十
六
年
京
五
条
坊
門
橋
弁
慶
町
ヘ
移
ス
。
万
治
二
年
十
一
月
二
十
七
日
没
。
六
條
本
国
寺
ニ

葬
。

②
栄
次ツ
グ

。
太
左
衛
門
。
童
名
三
太
郎
。
元
和
四
年
生
。
貞
享
元
年
剃
髪
、
号
宗
茂
、
以
来
隠
居
。
元
禄
十
年
八
月
朔
日
没
。

③
栄
富ト
ミ

。
太
左
衛
門
。
童
名
太
蔵
。
寛
文
六
年
生
。
享
保
十
六
年
四
月
三
日
剃
髪
。
宗
富
。
号
宥
軒
。
寛
保
元
年
十
一
月
九
日

没
。

④
栄
貞サ
ダ

。
太
左
衛
門
。
童
名
十
太
郎
。
若
名
利
助
。
宗
寿
。
宝
永
四
年
八
月
二
日
生
。
宝
暦
十
一
年
八
月
九
日
没
。



六
八

⑤
栄
長マ
ス

。
太
左
衛
門
。
童
名
国
次
郎
。
宗
善
。
延
享
三
年
八
月
生
。
宝
暦
十
三
年
八
月
九
日
没
。

⑥
栄
充ミ
ツ

。
太
左
衛
門
。
童
名
幾
四
郎
。
宗
真
。
宝
暦
二
年
九
月
生
。
天
明
八
年
十
月
五
日
没
。

⑦
廣ヒ
ロ

明ア
キ
ラ（
ア
キ
）

。
太
左
衛
門
。
童
名
大
吉
。
若
名
利
助
。
文
化
二
年
四
月
二
十
一
日
没
。
享
年
五
十
二
。

⑧
栄
足タ
リ

。
太
左
衛
門
。
童
名
常
次
郎
。
宗
雲
。
天
明
二
年
八
月
八
日
生
。
天
保
五
年
七
月
十
日
没
。

⑨
栄
應タ
カ

。
太
左
衛
門
。
童
名
六
造
（
蔵
）。
栄ヨ
シ

弘ヒ
ロ

。
栄
広
。
宗
圓
。
文
政
十
年
十
月
十
八
日
生
。
安
政
六
年
正
月
四
日
没
。

⑩
栄
輝テ
ル

。
太
左
衛
門
。
童
名
清
次
郎
。
栄
應
姉
（
吉
見
吉
兵
衛
妻
竹
次
）
長
男
。
常
次
郎
。
弘
化
三
年
五
月
十
日
生
。
明
治

三
十
八
年
三
月
十
八
日
没
。

⑪
治ハ
ル

義ヨ
シ

。
山
本
藤
九
郎
治
道
二
男
豹
也
。
号
豹
斎
。
明
治
四
年
生
。
書
画
ヲ
以
テ
家
業
ト
ス
。
明
治
四
年
二
月
二
十
三
日
生
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
日
没
。

⑫
栄
明
。
童
名
恵
太
郎
。
家
業
再
興
ス
。
匡マ
サ

宣ノ
ブ

ト
改
ム
。
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
五
日
生
。

⑬
定ヤ
ス

弘ヒ
ロ

。
昭
和
十
一
年
十
一
月
一
日
生
。

⑭
篤ア
ツ

義ヨ
シ

。
昭
和
二
十
二
年
三
月
十
七
日
生
。
家
職
継
承
。

ⅰ
栄
忠
。
初
代
清
左
衛
門
。
理
兵
衛
。
初
栄
清
。
法
名
宗
栄
日
清
。
元
禄
十
六
年
八
月
十
二
日
没
。
大
坂
高
津
中
寺
町
円
妙
寺

葬
。

ⅱ
正
次
。
清
左
衛
門
。
初
名
栄
成
。
享
保
十
八
年
正
月
廿
一
日
没
。

ⅲ
栄
了ノ
リ

。
清
左
衛
門
。
太
助
。
宗
庫
。
安
永
八
年
五
月
十
六
日
没
。

ⅳ
近
良
。
清
左
衛
門
。
宗
信
。
文
化
元
年
七
月
五
日
没
。

ⅴ
貫
道
。
清
左
衛
門
。
幼
名
源
太
郎
。
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六
九

【
飜
刻
】

『
徒
謡
授
受
伝
』

　

福
王
五
代
目
福
王
茂
兵
衛
盛
親
、
後
宗
巴
と
号
せ
し
人
は
、
観
世
左
近
忠
親
後
黒
雪
齊
暮
閑
と
号
せ
し
人
の
甥
也
。
福
王
家
打
続

早
世
し
、
家
名
既
に
断
絶
せ
ん
と
す
。
依
之
忠盛
ヨ
シ親

を
以
て
福
王
家
の
女
を
娶
り
福
王
家
を
相
続
す
。
元
来
盛
親
謡
道
に
妙
を
得
た

り
。
盛
親
六
十
歳
の
時
、
隠
居
の
願
を
立
、
息
茂
兵
衛
盛
仍
に
家
督
相
続
さ
せ
、
其
身
は
剃
髪
し
服
部
宗
巴
と
改
。
服
部
氏
は
観
世

の
本
姓
な
れ
ば
也
。
京
都
江
登
り
心
侭
に
借
宅
住
居
せ
ら
る
。
宗
巴
父
は
、
京
都
住
服
部
栖清
ヨ
シ
カ元

と
云
人
也
。
観
世
忠
親
は
栖
元
の
弟

也
。
依
之
京
都
観
世
屋
敷
裏
門
は
今
出
川
通
大
宮
西
江
入
、
元
北
小
路
町
北
側
也
。
其
東
隣
の
家
屋
敷
を
栖
元
譲
請
、
宗
巴
宗
碩
智

清
迄
持
伝
へ
ら
る
。
尤
観
世
屋
敷
地
西
の
内
也
。
宗
巴
是
に
住
居
可
有
処
、
町
並
糸
商
売
勝
手
の
建
家
ユ
ヘ
外
々
に
住
居
せ
ら
る
。

将
軍
家
光
公
御
上
洛
の
時
、
京
中
江
御
銀
被
下
、
町
々
に
て
軒
役
に
割
付
頂
戴
仕
、
元
北
小
路
町
切
請
取
の
連
名
書
、
巻
物
に
致
、

町
の
帳
箱
に
有
。
尤
其
連
名
に
茂
兵
衛
左
近
と
弐
名
有
之
。
宗
巴
上
京
の
頃
迄
は
京
都
に
お
ゐ
て
も
素
謳
な
ど
流
行
せ
ず
、
適
々
興

行
あ
つ
て
も
た
ゞ
能
の
所
作
な
き
迄
の
謡
方
に
て
、
謡
道
の
本
儀
に
叶
は
ず
。
依
之
謳
道
の
本
儀
を
伝
へ
、
専
ら
素
謳
の
謳
方
を
教

へ
ら
る
ゝ
に
よ
つ
て
、
日
々
夜
々
に
素
謡
流
行
し
、
今
専
ら
風
儀
を
慕
ふ
事
、
是
全
く
宗
巴
中
興
開
山
と
い
つ
つ
べ
し
。
然
に
宗
巴

は
寛
文
十
三
丑
年
五
月
廿
二
日
に
六
十
五
歳
に
て
病
死
せ
ら
る
。
爰
に
宗
巴
の
高
弟
に
高
嶋
屋
、
名
字
は
竹
村
氏
、
甚
左
衛
門
と
い

ふ
人
有
。
全
く
謡
道
鍛
錬
な
る
に
よ
つ
て
、
宗
巴
死
後
多
く
は
甚
左
衛
門
江
相
続
す
。
爰
に
お
ゐ
て
宗
巴
追
善
と
し
て
忌
日
二
十
二

日
を
以
て
、
延
宝
九
酉
年
東
山
に
於
て
月
並
に
素
謡
の
会
興
行
す
。
是
廿
二
日
会
の
初
り
也
。
扨
、
宗
巴
息
盛
仍
家
督
相
続
後
、
中

年
に
至
り
病
死
せ
ら
る
。
実
子
な
き
に
よ
つ
て
舎
弟
茂
兵
衛
盛
信
家
督
相
続
せ
ら
る
。
後
、
剃
髪
し
て
服
部
宗
碩
と
号
す
。
然
れ



七
〇

共
、
多
病
故
、
養
子
茂
右
衛
門
盛
有
に
家
督
相
続
さ
せ
、
其
身
は
元
禄
六
酉
年
三
十
四
歳
に
て
京
都
江
隠
居
し
、
是
又
心
侭
に
借
宅

住
居
せ
ら
る
。
時
に
廿
二
日
会
見
聞
有
に
、
甚
左
衛
門
鍛
錬
の
侭
我
意
を
出
し
、
時
の
面
白
き
事
の
み
専
ら
と
す
る
の
謂
あ
り
。
宗

碩
甚
心
よ
か
ら
ず
甚
左
衛
門
江
度
々
異
見
を
加
へ
ら
る
ゝ
と
い
へ
共
、
用
ひ
ざ
る
に
よ
つ
て
、
甚
左
衛
門
を
勘
当
せ
ら
る
。
其
時
宗

碩
門
人
江
申
さ
る
ゝ
は
、
宗
巴
死
後
多
く
は
甚
左
衛
門
江
相
続
せ
る
事
な
れ
ば
、
甚
左
衛
門
江
付
な
り
共
心
任
せ
に
す
べ
し
。
尤
手

前
江
付
候
者
は
、
此
連
判
状
に
名
前
書
付
印
形
す
べ
し
と
、
連
判
状
を
認
め
ら
る
。
其
序
文
に
曰
く

　
　

一
札
之
事

一
、
竹
村
甚
左
衛
門
段
々
不
届
御
座
候
ニ
付
、
此
度
勘
当
被
遊
候
儀
、
御
尤
千
万
奉
存
候
。
然
上
は
、
甚
左
衛
門
儀
は
不
及

申
、
甚
左
衛
門
に
相
随
申
弟
子
共
ニ
一
切
参
会
仕
申
間
敷
候
。
弥
以
門
弟
中
申
合
諸
事
御
指
図
堅
相
守
可
申
候
。
仍
如
件
。

　
　

元
禄
七
甲
戌
年
七
月

　

福
王
茂
兵
衛
様

　

同
茂
衛
門
様

連
判
状
に
名
前
を
書
、
印
形
致
す
者
、
五
十
八
人
な
り
。
甚
左
衛
門
江
随
候
者
は
井
上
次
郎
右
衛
門
、
林
喜
右
衛
門
、
岩
井
七
郎
右

衛
門
、
此
三
人
な
り
。
尤
も
廿
二
日
会
は
宗
碩
亡
夫
の
追
善
な
れ
ば
、
寺
町
四
条
の
道
場
金
蓮
寺
に
て
月
次
会
を
勤
ら
る
。
後
、
東

山
双
林
寺
林
阿
弥
江
移
す
。
其
後
甚
左
衛
門
は
重
病
を
受
、
末
期
に
臨
む
で
勘
当
容
赦
の
挨
拶
を
北
野
御
前
通
普
門
寺
和
尚
に
憑

む
。
尤
右
和
尚
は
宗
碩
帰
依
之
間
に
よ
つ
て
也
。
和
尚
挨
拶
に
依
て
勘
当
を
ゆ
る
さ
る
。
其
時
、
甚
左
衛
門
代
筆
と
し
て
甚
左
衛
門

息
孫
之
進
よ
り
宗
碩
江
の
一
札
、
左
之
通
、

　
　

一
札
之
事
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七
一

一
、
拙
者
儀
、
永
々
蒙
御
勘
当
罷
有
候
処
、
此
度
以
普
門
寺
様
御
詫
奉
申
上
候
所
、
御
聞
届
被
遊
、
御
免
被
成
下
候
段
、
忝
奉

存
候
。
然
上
者
、
向
後
於
芸
一
道
我
侭
ニ
仕
間
敷
候
。
御
父
子
様
御
事
御
家
之
謡
、
一
切
陰
沙
汰
仕
間
敷
候
。
尤
御
門
弟
中
共

無
隔
諸
事
可
申
合
候
事
。

一
、
忰
孫
之
進
儀
、
織
部
様
江
被
仰
達
御
引
廻
し
被
遊
可
被
下
之
旨
、
難
有
奉
存
候
。
弥
御
取
持
奉
頼
候
。
此
上
は
無
二
心
御

家
之
儀
大
切
ニ
仕
、
諸
事
為
背
御
指
図
申
間
敷
事
。

一
、
拙
者
弟
子
之
内
、
已
前
貴
公
様
御
弟
子
ニ
仕
候
分
、
此
度
相
改
弥
御
弟
子
ニ
罷
成
候
様
、
可
申
付
候
。
就
中
嶋
名
太
右
衛

門
、
田
宮
新
左
衛
門
両
人
之
儀
は
先
年
依
為
浅
野
太
左
衛
門
弟
子
、
彼
方
江
返
シ
可
申
事
、
右
条
々
親
甚
右
衛
門
自
筆
ニ
書

認
、
判
形
仕
、
進
上
可
申
処
、
病
気
大
切
十
死
一
生
之
体
ニ
罷
有
候
間
、
為
甚
左
衛
門
名
代
、
私
判
形
仕
差
上
候
。
尤
於
私
甚

左
衛
門
所
存
之
通
、
毛
頭
違
背
仕
間
敷
候
。
若
右
条
々
之
趣
、
少
も
相
背
候
ハ
ヾ
父
子
共
可
蒙
日
本
国
中
之
神
祇
并
氏
神
之
御

罸
候
。
仍
如
件
。

　
　

元
禄
十
一
戊
寅
年
正
月
十
六
日　
　

竹
村
孫
之
進
判

  

福
王
茂
兵
衛
様

孫
之
進
宅
に
舞
台
を
建
、
稽
古
能
等
を
勤
む
。
同
音
は
右
、
井
上
、
林
、
岩
井
等
に
謡
は
し
む
。
其
仕
癖
に
よ
つ
て
、
今
以
京
都
に

て
観
世
流
の
能
に
は
、
右
三
人
出
勤
す
。
爰
に
其
比
観
世
太
夫
の
隠
居
に
、
十
郎
左
衛
門
、
後
剃
髪
名
周
雪
と
号
せ
し
人
有
。
芸
術

に
は
達
し
け
れ
共
、
生
得
気
随
成
人
に
て
、
公
儀
の
勤
を
き
ら
ひ
、
子
息
分
織
部
太
夫
治
章
、
法
名
玄
用
と
云
に
家
督
を
譲
り
、
京

都
江
登
り
、
観
世
屋
敷
に
住
居
せ
ら
る
。
治
章
ヨ
リ
宗
碩
江
、
十
郎
左
衛
門
後
見
并
観
世
方
門
弟
、
又
は
京
都
の
諸
用
向
の
世
話
を

頼
ま
る
ゝ
故
に
、
観
世
屋
敷
内
隠
居
建
の
所
江
、
宗
碩
夫
婦
共
に
引
移
ラ
る
。
十
郎
左
衛
門
は
稽
古
能
、
又
は
観
世
能
等
勤
ら
る
。



七
二

同
音
は
宗
碩
の
門
弟
出
勤
す
る
。
十
郎
左
衛
門
老
年
に
至
り
、
江
戸
江
帰
り
剃
髪
し
、
周
雪
と
改
、
其
後
病
死
せ
ら
る
。
其
比
左
之

一
札
有
。

　
　
　

一
札

一
、
私
共
儀
、
貴
公
様
御
弟
子
に
御
座
候
処
、
十
郎
左
衛
門
様
、
去
年
十
月
御
立
前
、
何
も
御
弟
子
分
之
連
判
仕
候
様
に
と
被

仰
付
候
に
付
、
其
節
貴
公
様
江
御
届
申
上
候
処
、
聞
召
被
分
候
に
付
、
何
も
連
判
致
差
上
申
候
。
然
共
、
何
も
心
底
神
以
御
如

在
仕
候
儀
、
無
御
座
候
。
左
様
思
召
可
被
下
候
。
為
其
如
件
。

　
　

宝
永
五
戊
子
年
十
一
月　
　
　
　
　

中
村
六
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
七
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
名
太
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
次
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
七
右
衛
門

　

福
王
茂
兵
衛
様

宗
碩
は
享
保
六
丑
年
四
月
廿
七
日
、
六
十
弐
歳
に
て
病
死
せ
ら
る
。
宗
碩
室
お
そ
め
、
後
智
清
と
号
せ
し
人
は
、
生
国
は
河
州
の

人
、
同
国
顕
照
寺
と
云
西
本
願
寺
御
連
枝
の
寺
に
勤
居
ら
れ
し
が
、
観
世
家
江
縁
あ
る
人
故
、
宗
碩
室
な
き
を
も
つ
て
京
都
に
て
宗

碩
未
茂
兵
衛
と
い
ひ
し
時
、
茂
兵
衛
江
嫁
せ
ら
る
。
宗
碩
死
後
、
剃
髪
し
て
智
清
と
号
す
。
宗
碩
死
後
、
江
戸
両
家
の
門
弟
并
諸
用
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七
三

向
の
世
話
致
さ
る
。
享
保
十
五
戊
年
、
上
京
大
火
観
世
屋
鋪
も
不
残
類
焼
す
。
当
時
入
用
無
之
故
、
表
門
斗
建
、
地
面
は
其
侭
也
。

智
清
は
栖
元
よ
り
段
々
譲
請
の
地
面
に
普
請
し
住
居
せ
ら
る
。
老
年
に
至
り
観
世
家
諸
用
向
を
辞
し
、
片
山
伝
七
と
て
観
世
流
太
夫

方
有
之
に
勤
さ
せ
ら
る
。
此
伝
七
父
は
、
片
山
九
郎
右
衛
門
と
て
観
世
流
太
夫
方
成
し
が
、
伝
七
幼
年
の
時
病
死
す
。
其
頃
布
袋

屋
、
名
字
は
阿
佐
氏
、
太
左
衛
門
と
て
、
観
世
流
太
夫
方
慰
に
せ
ら
れ
け
る
が
、
観
世
屋
鋪
焼
失
已
前
、
観
世
屋
鋪
に
て
座
敷
能

度
々
興
行
せ
ら
る
。
伝
七
、
幼
名
庄
之
助
と
申
せ
し
時
、
右
太
左
衛
門
に
習
ひ
、
右
之
座
鋪
能
に
も
出
勤
す
。
十
五
六
才
之
時
、
江

戸
江
下
り
、
治
章
息
清
親
に
習
ひ
、
廿
六
七
才
之
時
、
京
都
江
登
り
太
夫
方
を
勤
め
、
後
、
九
郎
右
衛
門
と
改
。
扨
、
智
清
は
宝
暦

九
卯
年
十
月
廿
九
日
八
十
四
才
に
て
病
死
せ
ら
る
。
福
王
家
よ
り
隠
居
す
る
人
も
な
く
、
当
時
入
用
無
之
故
、
宅
は
引
払
ひ
地
面
は

観
世
家
江
返
弁
す
。
元
北
小
路
町
よ
り
当
観
世
元
章
江
片
山
九
郎
右
衛
門
を
以
て
申
さ
る
ゝ
は
、
表
側
に
候
得
ば
、
建
家
無
之
て
は

不
叶
。
尤
類
焼
已
前
の
ご
と
く
、
町
並
の
普
請
な
ら
で
は
不
相
成
。
併
当
時
観
世
家
よ
り
普
請
の
世
話
も
難
被
成
侭
、
町
中
よ
り
普

請
可
致
、
今
年
よ
り
十
二
年
の
間
、
地
代
無
料
に
て
町
中
江
借
り
請
可
申
。
其
後
は
又
々
御
相
対
次
第
に
可
致
と
也
。
元
章
よ
り
如

何
様
共
と
の
返
答
故
、
町
中
よ
り
町
並
の
建
家
と
せ
ら
る
。
北
小
路
町
年
寄
は
菱
屋
、
名
字
は
中
川
氏
正
有
と
て
福
王
家
門
弟
に
て

八
十
余
才
成
し
が
、
我
等
極
老
に
て
十
二
年
の
相
対
は
可
笑
の
一
と
被
申
し
が
、
無
程
一
両
年
の
内
に
病
死
せ
ら
る
。
扨
智
清
死
去

の
翌
年
、
福
王
家
よ
り
廿
二
日
会
双
林
寺
に
て
相
勤
む
る
事
無
用
之
旨
申
来
る
。
其
趣
は
観
世
元
章
被
申
は
、
月
並
に
出
会
抔
に
相

勤
る
事
は
惣
躰
無
用
之
事
也
。
右
の
趣
の
旨
、
廿
二
日
連
中
は
双
林
寺
に
候
は
ゞ
、
可
相
勤
。
外
々
に
候
は
ゞ
、
出
勤
致
間
敷
旨
に

付
、
会
相
休
む
。
宗
巴
死
去
よ
り
智
清
死
去
迄
八
十
七
年
に
成
。
二
十
二
日
会
、
初
り
よ
り
宝
暦
十
辰
年
迄
八
十
年
に
し
て
、
先
は

会
退
転
。
或
人
難
じ
て
曰
、

観
世
流
謡
板
行
の
諸
本
を
見
る
に
、
謡
は
れ
ざ
る
章
付
数
多
あ
り
。
印
刻
も
す
る
程
の
事
な
る
に
、
不
吟
味
の
事
と
や
い
は
ん
。
先



七
四

は
初
心
の
輩
の
為
な
る
に
謡
は
れ
る
様
に
章
付
板
行
致
た
き
物
也
。

説
て
曰
、

按
ず
る
に
、
最
初
印
刻
す
る
の
時
、
能
書
を
撰
む
で
板
下
を
書
し
む
。
手
本
と
す
る
事
、
本
の
章
一
字
〳
〵
に
は
な
く
し
て

か
様
の
章
斗
也
。
彼
能
書
の
謡
は
不
案
内
な
り
。
残
り
の
章
は
如
何
せ
ん
と
問
。
其
余
の
章
は
不
残
真
直
に
可
付
と
。
此
故
に
今
の

姿
と
見
ゆ
。
又
改
む
る
事
、
其
利
あ
る
に
似
た
れ
共
、
先
年
山
本
長
兵
衛
入
道
了
泉
と
申
者
、
江
府
江
下
り
、
観
世
織
部
太
夫
清
親

江
願
ふ
て
曰
、
外
百
番
之
内
に
四
五
番
当
時
用
ひ
ら
れ
候
と
は
、
甚
相
違
あ
る
間
、
板
行
改
度
と
申
。
清
親
の
曰
、
其
四
五
番
に
不

限
、
相
違
を
知
度
と
思
ふ
者
は
師
家
江
た
よ
り
を
以
て
師
家
の
者
業
と
す
る
の
基
と
成
也
。
本
さ
へ
求
む
れ
ば
相
違
を
し
る
と
す
る

事
、
甚
宜
し
か
ら
ざ
る
儀
と
答
へ
ら
る
。
尤
感
ず
る
に
た
へ
ざ
り
。
此
清
親
は
、
当
時
謡
の
文
句
章
付
に
不
残
改
印
刻
致
さ
せ
ら
れ

た
る
左
近
太
夫
元
章
の
父
也
。

『
能
楽
余
録
』

能
楽
余
論
附
言

　

こ
は
前サ
キ

に
神
歌
考
を
物
せ
し
を
り
に
。
思
ひ
え
た
る
事
ど
も
。
何ナ
ニ

く
れ
と
記
し
も
て
ゆ
け
ば
、
つ
ひ
に
此コ
レ

の
一ヒ
ト

巻マ
キ

と
は
な
り
ぬ
。

凡
て
能ノ
ウ

楽ガ
ク

の
徒ト
モ

衆ガ
ラ

の
。
後
の
考
カ
ム
カ
ヘの
は
し
と
も
成ナ
リ

な
ん
事
を
お
も
ひ
て
。
お
の
が
見ミ

聞キ
ヽ

し
か
ぎ
り
記
シ
ル
シ

出イ
デ

て
。
こ
と
〴
〵
に
是
を
弁ワ
キ
マへ
し

る
せ
り
。
さ
る
が
故
に
。
い
は
ま
ほ
し
き
限カ
ギ

り
は
。
事コ
ト

長ナ
ガ

き
を
も
い
と
ふ
事
な
く
。
心
の
ゆ
く
限
り
し
る
せ
る
が
故
に
。
い
と
く
だ
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七
五

〳
〵
し
き
條ク
ダ
リお

ほ
か
り
な
ん
。
は
た
昔
こ
れ
の
業ワ
ザ

に
附ツ
キ

た
る
説
と
い
ふ
説
は
。
お
ほ
か
た
よ外そ
人ビ
ト

の
手
に
出
し
物
に
し
あ
れ
ば
。
か

に
か
く
に
意コ
ヽ
ロえ

た
が
ひ
て
。
説ト
キ

ひ
が
め
た
る
事
ら
も
あ
る
を
。
か
へ
り
て
此
コ
レ
ノ

業
に
た
づ
さ
は
り
を
る
人
は
。
夫ソ

ら
の
説
を
よ
し
と
も

あ
し
と
も
思
ひ
定
め
で
。
さ
る
事
も
や
と
の
み
。
お
ほ
ら
か
に
思
ひ
て
あ
る
故
に
。
い
よ
ゝ
妄
ミ
ダ
リ

説ゴ
ト

の
み
弥イ
ヤ

ま
し
て
。
後
に
い
た
り
て

は
。
い
づ
ら
よ
し
と
も
あ
し
と
も
分ワ
キ

が
た
く
な
ん
成
に
た
る
。
た
と
は
ゞ
。
律リ
ツ

呂リ
ヨ

の
事
を
い
ふ
に
。
学
モ
ノ
シ
リ
ビ
ト

士
は
そ
の
理
コ
ト
ハ
リは

論ア
ゲ
ツら

へ
ど

も
。
音オ
ム

律リ
ツ

の
事
に
く
は
し
か
ら
ず
。
は
た
楽
ウ
タ
マ
ヒ
ビ
ト

官
は
音ン律
は
し
れ
ゝ
ど
も
。
そ
が
義コ
ヽ
ロを

暁サ
ト

ら
ざ
る
が
如
し
。
し
か
す
が
に
今
論ア
ゲ
ツら

ふ

条
々
は
。
た
ゞ
そ其

が
ま
ど
ひ
を
説ト
カ

ま
く
ほ
り
す
る
ま
で
の
し
わ
ざ
に
て
。
強シ
ヒ

て
人
を
驚オ
ド
ロか

さ
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
そ
は
よ
り
も
よ
ら

ず
も
各オ
ノ

が
ま
に
〳
〵
な
ん
（
９
）。
は
た
此
ノ
外
に
思
ひ
漏
せ
し
事
ら
。
尚
有
べ
き
を
。
お
の
れ
は
家イ
ヘ

の
業ナ
リ

に
忙
イ
ソ
ガ
ハし

く
て
。
さ
の
み
は
え
穿ア
ナ

鑿グ
リ

を
ら
ず
な
ん
。
後は
た

に
思
ひ
え
し
事
ら
は
。
ま
た
〳
〵
物
の
序ツ
イ
デに

記シ
ル

し
も
す
べ
き
ぞ
か
し
。

橘
園
主
人
源
栄
足　
　
　

能
楽
余
論�

淺
野
栄
足
誌　
　
　

〇
能
と
い
ふ
楽
出
来
し
始
の
さ
だ

　

能
楽
の
優
技
は
。
御
圓
融
天
皇
の
御
時
。
結
崎
治
部
。
秦
清
次
ぬ
し
の
と
き
出
来
初
て
。
そ
が
う
ま
ご
。
左
衛
門
ノ
大
夫
。
秦
元

清
ぬ
し
の
時
に
至
り
て
。
ま
す
〳
〵
備
は
り
。
全
く
な
れ
る
物
に
ぞ
有
け
る
。
其
の
ち
秦
宿
祢
元
重
の
時
に
至
り
て
。
此
業
い
よ
ゝ

昌サ
カ
リに
興
り
て
。
今
に
伝
へ
来
し
事
。
す
べ
て
四
百
余
年
の
年ト
シ

次ナ
ミ

を
な
ん
歴ヘ

た
る
。
さ
て
初
よ
り
今
の
能
楽
あ
る
に
あ
ら
ず
。
其
は
じ

め
出イ
デ

来キ

し
は
謡
曲
に
て
。
其
は
も
と
大
内
の
今
様
宴
曲
を
元
と
し
て
制ツ
ク
レる
物
に
し
て
。
そ
の
か
み
是
を
曲
舞
と
名
づ
け
。
正
声
直
音

を
用
ひ
三
分
損
益
の
法
を
以
て
。
節ヒ
ヤ

族ウ
シ

を
ほ
ど
こ
し
。
一ヒ
ツ

曲キ
ヨ
ク

一ヒ
ト

乙カ
ナ
デせ
し
物
に
ぞ
有
け
る
。
か
く
は
じ
め
は
。
た
ゞ
一
曲
一
乙
ま
で



七
六

の
物
な
り
し
を
。
後
に
ふ
た
ゝ
び
前
後
を
制
り
そ
へ
て
。
今
の
如
き
一ヒ
ト
ツ
ガ
イ番の

謡
曲
と
な
し
。
さ
て
能
と
い
ふ
楽
は
出
来
し
な
り
け

り
。
是
謡
歌
曲
舞
の
一
変
せ
る
物
ぞ
有
け
る
。
能
優
須
知
ニ
云
ク
。
観
阿
弥
ま
で
は
一
曲
一
乙
ば
か
り
に
て
。
一
座
の
能
は
な
か
り

け
り
。
そ
の
頃
の
物
ま
ね
と
い
ふ
は
。
譬
ば
蓬
莱
山
に
は
千
年
経
る
。
万
歳
千
秋
か
さ
な
れ
り
。
松
の
枝
に
は
鶴
巣
く
う
。
岩
の
上

に
は
亀
あ
そ
ぶ
。
云
々
。
或
は
又
。
千
世
に
弥
千
世
を
さ
ゞ
れ
石
の
。
祝
ふ
こ
ゝ
ろ
は
万
歳
楽
。
と
う
た
ひ
。
一
し
ほ
り
の
舞
ま
う

て
。
東
路
の
ち
ゞ
ぶ
の
山
の
松
の
葉
の
。
ち
よ
の
影
そ
ふ
若
緑
か
な
。
云
々
。
か
や
う
の
類
ひ
。
ま
た
或
は
座
舗
の
興
。
そ
の
貴
人

の
。
一
段
興ケ
ウ

あ
る
事
を
と
り
て
。
朗
詠
の
詩
歌
な
ど
を
備
へ
て
。
一
乙
舞
ひ
け
る
也
。
こ
ゝ
に
元
清
。
応
永
二
十
一
年
。
二
月
十
七

日
よ
り
。
七
十
五
日
が
間
。
初
瀬
寺
に
参
籠
し
。
五
法
三
道
序
破
急
の
工
夫
を
こ
ら
し
。
此
時
ふ
た
ゝ
び
。
六
十
六
番
の
能
を
ぞ
。

制ツ
ク

り
出
さ
れ
け
る
。
六
十
六
番
は
。
六
十
六
ケ
国
を
か
た
ど
れ
り
。
故
に
数
の
能
と
は
。
六
十
六
番
に
極
れ
り
。

　

さ
て
正
名
閟
言
に
。
今
の
能
と
い
ふ
楽
は
。
全
く
元
清
ぬ
し
の
時
に
出
来
そ
め
し
や
う
に
い
へ
る
は
誤
也
。
既
に
高
祖
清
次
大ウ

人シ

の
時
に
能
楽
の
存
し
事
は
。
応
永
十
三
年
五
月
十
五
日
に
。
清
次
ノ
大ウ

人シ

。
よ
は
ひ
五
十
二
に
て
。
身
ま
か
り
給
ひ
し
が
。
同
じ
月

の
四
日
。
駿
河
国
浅
間
に
て
。
法
楽
の
能
あ
り
し
が
。
其
日
の
能
。
殊
に
聲ハ
ナ

華ヤ
カ

に
し
て
。
貴
賤
一
同
に
褒
美
せ
し
よ
し
（
（（
（

。
ま
た
正
名

閟
言
ニ
云
。
営
妓
之
説
ニ
曰
。
秦
氏
世
以
二
祝
官
一
居
二
和
州
一
。
蓄
―二
養
数
巫
一
。
兼
二
習
妓
舞
一
。
及
二
元
清
時
一
。
代
以
二
大
夫
一
。

擬
以
二
宴
曲
一
。
是
故
今
称
二
秘
曲
一
。
皆
不
レ
在
二
鉅
公
事
一
而
。
多
在
二
古
娼
一
。
蓋
珍
二
其
古
一
也
。
古
昔
妓
舞
。
鼓
吹
之
態
。
今
猶

存
焉
。
古
之
宴
曲
。
凡
一
百
六
十
有
一
。
今
之
秦
（
（（
（

曲
、
亦
一
百
六
十
有
一
。
以
レ
是
証ス
ル
ト
キ
ハ

レ　
　

之
。
則
其
原
始
可
二
以
知
一
已
。
云
々
。

ま
た
い
は
く
。
按
初
秦
氏
摹ホ
―二
写
ス
ル
時
ハ
宴
曲ヲ
一
。
則
曲
舞
。
是
乃
題
目
。
云
々
。
そ
の
題
目
と
い
ふ
は
。
物
定
り
て
の
ち
。
そ
の
名

を
何
と
負
せ
た
る
を
い
ふ
事
に
て
。
い
は
ゆ
る
外
題
な
ど
い
ふ
物
な
り
。
又
云
。
且
曲
舞
。
有
二
起
居
二
名
一
。
吾
見
二
起
而
舞
一

焉
。
未
レ
見
二
居
而
舞
一
焉
。
斯
知
此
是
舞
者
非
二
手
舞
足
踏
一
也
。
所
謂
前
後
ハ
。
後
人
追
補
。
其
徴
此
一
矣
。
又
云
凡
曲
舞
題
目
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七
七

也
。
貞
幹
也
。
曲
辞
節
奏
。
麗
而
雅
。
奇
而
妙
。
寔
宴
曲
之
遺
趾
。
巧
妙
之
所
レ

鍾
ア
ツ
マ
ル

也
。
云
々
。
と
い
へ
る
は
。
う
べ
に
ぞ
有
け

る
（
（（
（

。
さ
れ
ば
曲
舞
は
。
宴
曲
の
法
の
。
遺
れ
る
物
に
て
。
そ
の
節ヒ
ヤ

奏ウ
シ

の
度ノ
リ

の
。
甚イ
ト

も
奇
し
く
妙
な
る
事
。
ま
こ
と
に
巧
妙
の
あ
つ
ま

る
所
に
し
て
。
更
に
〳
〵
後
人
の
及
も
た
え
た
る
事
に
ぞ
有
け
る
。
あ
は
れ
宴
曲
。
す
で
に
絶
て
よ
り
以
来
。
そ
の
遺ア

趾ト

。
か
つ

〴
〵
な
る
が
。
つ
ひ
に
婦ヲ
ミ
ナ人

の
業
に
落
。
も
し
秦
の
大
人
あ
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
。
誰
や
ら
人
が
よ
く
こ
れ
を
極ス
ク
ハま

し
。
勤イ
ソ

し
き
か

も
。
と
も
し
き
か
も
。
も
ろ
こ
し
の
古
へ
。
詩
三
千
余
篇
な
り
し
を
。
孔
子
の
時
。
刪
略
し
て
。
そ
が
中
。
二
千
七
百
余
を
捨
。
わ

づ
か
三
百
余
篇
を
と
り
て
。
礼
義
に
施
せ
り
と
云
も
。
な
に
が
し
が
。
悪
行
に
よ
り
て
。
楽
経
も
烟
と
な
り
。
詠
吟
舞
踏
の
伝
授
も

た
え
。
は
た
節
奏
な
ど
も
。
尽
く
亡
び
う
せ
て
。
全
く
は
残
ら
ず
と
い
へ
り
。
然
る
に
元
弘
の
乱
よ
り
。
元
和
の
頃
ま
で
も
。
天
ア
メ
ノ

下シ
タ

の
人
。
兵
革
の
中
に
う
ま
れ
。
兵
革
の
中
に
死
し
て
。
夭
亡
せ
し
者
迄
も
治
世
を
過
し
た
る
は
な
し
と
い
へ
り
。
は
た
南
朝
北
朝
と

分
れ
て
よ
り
以
来
。
元
和
の
こ
ろ
ほ
ひ
ま
で
も
。
天
下
全
く
は
。
統ス
ベ

せ
ざ
り
し
世
な
る
に
。
幾
百
年
を
経
歴
し
て
。
今
の
大
御
世
に

至
る
ま
で
。
ま
た
く
式
正
も
ほ
ろ
び
ず
。
正
声
直
音
の
伝
へ
の
亡
は
れ
ざ
る
は
甚イ
ト

も
め
で
た
く
。
ま
こ
と
に
愛メ
ヅ

べ
き
事
に
て
奇
き
神

の
霊ミ
タ
マの

妙
な
る
恩
頼
に
よ
れ
る
物
に
ぞ
有
け
る
。
さ
れ
ば
今
に
至
り
て
も
。
朝
家
の
祝
儀
慶
賀
に
奏
る
事
。
殊
に
勝
れ
て
。
名
分
の

正
し
き
物
に
ぞ
有
け
る
。
う宜べ
た
尊ふ
と
み
。
あ
仰ふ
が
ざ
ら
め
や
は
。
正
名
閟
言
云
。
今
之
一
曲
。
條
理
不
レ
貫
。
又
演
場
拘
欄
。
漸

起
二
糺
磧
一
。
因
知
曲
舞
。
則
貞
幹
也
。
嚆
矢
也
。
前
後
事
実
。
係
二
于
後
人
追
補
一
也
。
品
彙
是
正
。
徴
證シ
ヤ
ウ

昭セ
ウ

晣セ
ツ

鳴タ
リ

。
云
々
。
と
い

へ
る
を
見
べ
し
。
さ
れ
ば
も
と
は
。
曲
舞
の
み
の
謡
曲
な
り
し
を
。
後
に
前
後
を
制
り
そ
へ
て
。
全
く
今
の
一ヒ
ト

番ツ
ガ
ヒの
能
と
は
な
れ
り

し
な
り
け
り
。
す
べ
て
一
曲
の
三ミ
キ
ダ段
に
を
れ
て
。
條
理
の
と
ほ
ら
ざ
る
は
。
こ
れ
が
故
に
ぞ
有
け
る
。

〇
能
と
い
ふ
名
の
よ
し
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能
ノ
字
は
。
賢
能
也
。
工
善
也
な
ど
註
し
て
。
字
モ
ジ
ノ

義コ
ヽ
ロは

。
も
と
舞
踏
す
る
や
う
の
事
を
い
ふ
に
は
。
字
義
う
と
し
。
さ
れ
ど
も
俗ヨ

に
は
。
古
く
よ
り
藝ワ
ザ

事ゴ
ト

な
ど
に
も
。
用
ひ
来
れ
る
な
り
。
同
異
抄
云
。
抑
能
と
い
ふ
は
。
こ
の
歌
舞
。
授
受
心
法
の
名
目
な
れ
ば
。

楽
工
の
家
の
み
に
し
て
。
称
呼
す
る
の
号
な
り
。
云
々
。
問
答
鈔
云
。
楽
工
の
家
に
て
能
と
称
呼
仕
候
は
。
努
仮
借
の
形
容
に
力
を

用
ひ
。
物
ま
ね
を
所
詮
と
仕
候
義
。
毛
頭
無
二
御
座
一
候
。
譬
バ
天
鼓
。
邯
鄲
に
。
髭シ

鬚シ
ユ

を
も
作
ら
ず
。
鵺
。
殺
生
石
に
。
猨サ
ル

狐キ
ツ
ネの

面オ
モ
テ

形ガ
タ

を
も
著
不
レ
仕
。
善
界
。
車
僧
に
。
羽
翼
を
付
ず
。
長
鼻
の
面
形
を
も
不
レ
用
。
芭
蕉
。
楊
貴
妃
の
諷
に
唐
音
を
も
不
レ
用
候

を
御
覧
候
て
も
。
物
ま
ね
所
詮
に
て
無
二
御
座
一
義
は
。
御
得
心
可
レ
有
二
御
座
一
候
。
是
則
正
楽
よ
り
今
様
出
。
今
様
よ
り
散サ
ル

楽ガ
ク

出

候
。
本
末
の
風
体
。
其
実
は
。
皆
正セ
イ

直チ
ヨ
クの

声
音
容
儀
を
。
伝
受
大
事
と
仕
候
事
に
て
御
座
候
。
木
の
根
本
よ
り
中
心
通
り
。
朶
條

末
々
ま
で
。
中
心
の
木ボ
ク

筋キ
ン

通
り
。
竹
の
中
心
。
空
虚
な
る
。
細
枝
の
端
。
微
少
の
所
ま
で
。
空
心
通
り
申
候
が
如
く
。
今
様
に
も
散

楽
に
も
。
正セ
イ

歌カ

正セ
イ

舞ブ

の
本
意
。
貫
通
仕
候
伝
受
が
大
事
に
て
御
座
候
。
依
之
。
俳ワ
ザ

優ヲ
ギ

と
も
。
物
ま
ね
と
も
。
狂
言
と
も
不
レ
申
。
正

楽
の
真
伝
御
座
候
を
。
能ノ
ウ

と
申
候
。
云
々
。
と
い
へ
り
。
ま
た
能
優
須
知
云
。
さ
れ
ば
後
花
園
院
御
勅
宣
に
も
。
内
典
外
典
。
諸
能

万
芸
。
一
通
り
よ
く
極
て
も
。
又
も
る
ゝ
所
あ
り
。
此
能
は
。
天
地
の
間
に
具
足
せ
る
。
萬
物
諸
道
の
肝
実
。
ひ
と
つ
と
し
て
。
も

る
ゝ
事
な
く
。
悉
く
皆
こ
れ
。
人
の
師
也
と
御
感
あ
り
け
る
也
。
逆
徒
を
退
治
し
。
国
家
を
し
め
す
吉
例
の
舞
な
れ
ば
。
則
是
を
能

と
号
す
。
能
則
善
な
り
。
善
則
能
也
。
故
に
藝
に
は
あ
ら
ず
。
能
ノ
頂
上
と
。
是
を
号
す
。
云
々
。
と
見
え
た
り
。

　

お
ほ
く
は
東
山
殿
の
時ト
キ

代ヨ

に
制
り
し
能
多
け
れ
ば
。
そ
の
代
の
時テ
フ
リ勢
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
成
べ
し
。
も
と
も
夫
よ
り
。
前
に
出

来
し
能
も
あ
な
れ
ど
。
そ
の
か
み
応
仁
の
乱
レ
ば
か
り
。
天
下
す
べ
て
の
物
ご
と
。
亡
び
失
し
事
は
。
む
か
し
今
き
ゝ
も
し
ら
ぬ
。

浅
ま
し
き
世
の
乱
に
ぞ
有
け
る
。
そ
の
世
し
も
。
今
の
大
御
世
の
如
き
時
代
な
ら
ま
し
か
ば
。
謡
の
文
語
も
。
何
に
う
る
は
し
く
。

め
で
た
か
ら
ま
し
を
。
其
こ
ろ
の
時テ
ブ
リ風
に
て
は
。
是
ば
か
り
の
事
も
。
甚イ
ト

め
づ
ら
か
に
こ
そ
は
有
け
れ
。



浅野太左衛門家旧蔵『徒歌授受伝』『能楽余録』解題と飜刻

七
九

　

観
世
十
五
代
元
章
ノ
大ウ

人シ

は
。
傑
出
の
大
人
に
て
。
一イ
ツ

己コ

の
精
力
を
以
て
。
お
ほ
く
の
謡
の
誤
を
し
も
。
ひ
ろ
く
考
へ
。
正
し
改

め
た
ま
ひ
し
は
。
ま
こ
と
に
か
た
き
大
業
に
て
。
そ
が
功
。
い
と
も
い
と
も
多サ
ハ

な
り
け
り
。
然
る
に
元
章
大
人
。
身
ま
か
り
給
ひ
し

後
。
此
を
用
ゆ
る
事
止
に
し
は
。
甚イ
ト

々イ
ト

ほ
い
な
き
事
に
ぞ
あ
る
。
時
の
ゆ
け
ら
ぬ
事
は
。
せ
ん
す
べ
も
な
き
事
也
け
り
。
何
の
事

も
。
時
の
勢
ひ
と
い
ふ
物
に
よ
る
ぞ
。
い
と
あ
や
し
き
。

○
徒ス
ウ

歌タ
ヒ

出
来
し
始
の
さ
だ

　

今
の
世
に
。
徒
歌
と
て
。
人
み
な
の
も
て
は
や
す
事
は
。
や
う
や
く
百
四
十
年
あ
ま
り
。
こ
な
た
の
事
也
け
り
。
其
は
じ
め
は
。

観
世
九
代
。
左
近
ノ
大
夫
。
忠
親
ノ
大ウ

人シ

の
弟
に
。
服
部
の
栖ス
ミ

元モ
ト

と
い
ふ
人
い
ま
し
き
。
そ
が
息
盛
親
な
る
人
は
。
福
王
氏
。
五
代

の
嗣
と
な
り
ま
し
て
。
末ワ

正キ

を
業
と
し
ま
し
き
。

　

爰
に
盛
親
ぬ
し
。
か
ね
て
隠
居
の
望
ま
し
て
。
よ
は
ひ
五
十
と
い
ふ
こ
ろ
。
東
の
大オ
ホ

城ギ

の
御ミ

元モ
ト

へ
。
そ
が
あ
ら
ま
し
聞
え
あ
げ
。

乞コ
ヒ

の
み
奉
り
お
は
し
ゝ
に
。
か
し
こ
く
も
御ミ
ユ

免ル
シ

を
か
ふ
む
り
。
録
を
世
々
に
し
。
そ
が
息
盛モ
リ

仍ヨ
リ

ぬ
し
に
た
び
給
ひ
け
れ
ば
。
盛
親
ぬ

し
は
。
か
た
の
如
く
望
か
な
ひ
て
し
御ミ

よ
ろ
こ
び
を
聞
え
あ
げ
。
や
が
て
京
に
な
ん
住
た
ま
ひ
け
る
。
時
は
寛
文
八
年
の
事
に
ぞ
有

け
る
。

　

夫
よ
り
名
を
も
服
部
宗
巴
と
あ
ら
た
め
つ
き
ぬ
。
宗
巴
本
よ
り
謡
曲
の
わ
ざ
に
あ
や
し
く
妙
な
り
け
れ
ば
。
あ
ら
た
に
徒ス
ウ

歌タ
ヒ

と
い

ふ
事
を
。
う
た
ひ
そ
め
ら
れ
け
り
。
其
こ
ろ
ま
で
は
。
今
の
如
く
。
謡
一
番
な
が
ら
を
徒ス
ウ

歌タ
ヒ

に
う
た
ふ
事
は
な
く
て
。
そ
は
た
ゞ
能

囃
子
に
う
た
ふ
の
み
の
事
に
て
有
け
る
を
。
宗
巴
ぬ
し
の
時
に
至
り
て
天
下
の
謡
曲
一
変
し
て
再
び
新
た
な
る
が
如
し
。
す
べ
て
此

業ワ
ザ

の
皇ス
メ

国ラ
ク
ニに
。
い
ゆ
き
渡
ら
ぬ
隈ク
マ

も
な
く
。
行
は
る
る
事
と
成
に
し
は
。
お
ほ
む
ね
是
ぞ
始
に
は
有
け
る
。
さ
れ
ば
こ
れ
の
業
。
年



八
〇

月
い
や
ま
し
に
。
人
皆
も
て
は
や
し
つ
ゝ
。
今
も
そ
が
あ
と
を
学ナ
ラ

ふ
事
は
。
全
く
宗
巴
ぬ
し
の
。
た
ま
も
の
に
ぞ
有
け
る
。
ま
こ
と

に
そ
が
い
さ
を
多サ
ハ

な
る
か
も
。
い
ま
国
々
に
徒
歌
を
も
て
。
業ナ
リ

の
基モ
ト
ヰと

せ
る
徒ト
モ

衆ガ
ラ

。
み
な
宗
巴
ぬ
し
の
霊ミ
タ
マの

恩フ
ユ

に
よ
れ
る
物
に
し
あ

な
れ
ば
。
宣ウ
ベ

も
た
ふ
と
み
仰
が
ざ
ら
め
や
は
。

　

然
に
宗
巴
ぬ
し
は
。
延
宝
元
年
。
五
月
廿
二
日
と
い
ふ
に
。
身
ま
か
り
た
ま
ひ
ぬ
。
爰
に
竹
村
甚
左
衛
門
定
勝
と
い
ふ
者
あ
り
け

り
。
は
じ
め
吉
村
七
右
衛
門
と
い
ふ
者
に
。
謡
曲
は
な
ら
ひ
て
。
岸
喜
大
夫
が
助
声
と
な
り
て
。
小
川
庄
右
衛
門
徳ノ
リ

之ユ
キ

と
。
と
も
に

紀
伊
侯
の
。
御
扶
持
た
ま
は
り
し
が
。
致
仕
し
て
の
ち
は
。
服
部
ノ
宗
巴
ぬ
し
の
弟ヲ
シ

子ヘ
コ

と
な
り
て
。
徒
歌
を
以
て
家
の
業ナ
リ

と
し
け

り
。
そ
の
か
み
世
に
時
め
け
り
。
爰
に
天
和
元
年
。
正
月
廿
二
日
東
山
双
林
寺
。
林
阿
弥
と
い
ふ
寺
院
に
し
て
。
徒
歌
の
会
を
設

く
。
名
づ
け
て
。
服
部
ノ
宗
巴
ぬ
し
の
。
追ツ
イ

薦セ
ン

と
い
ふ
。
す
べ
て
世
に
徒
歌
の
出
会
と
い
ふ
事
は
。
こ
れ
が
始
に
な
ん
有
け
る
。
か

く
て
定
勝
が
名
。
弥
ま
す
〳
〵
高
く
盛
な
り
に
け
ら
し
。（
中
略
（
（（
（

）
そ
が
中
に
は
。
ま
け
じ
魂
の
人
も
あ
り
て
。
其
こ
ろ
宗
巴
ぬ
し

の
子
に
茂
兵
衛
盛
信
と
言
あ
る
を
。
し
ひ
て
隠
居
せ
さ
せ
。
前
の
宗
巴
ぬ
し
の
跡
を
継
て
。
か
た
の
如
く
も
は
ら
勤
つ
ゝ
こ
れ
の
業

再
び
世
に
盛
な
り
け
り
。
然
る
に
定
勝
は
。
己
が
伎ワ
ザ

に
誇
り
。
所
に
つ
け
て
。
吾
は
と
思
ひ
あ
が
り
。
己
が
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
て
。

か
に
か
く
時
の
興
あ
ら
ん
事
の
み
を
。
全モ
ハ

ら
と
は
し
た
り
け
り
。
か
や
う
の
事
に
て
ぞ
。
上
べ
は
甚イ
ト

よ
き
中
の
。
さ
す
が
に
盛
信
ぬ

し
と
は
間ヒ
マ

あ
り
け
る
。
さ
れ
ば
盛
信
ぬ
し
。
是
ら
の
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
事
ら
。
よ
り
〳
〵
定
勝
に
い
さ
め
ら
れ
し
か
ど
も
。
定
勝
は

か
ね
て
盛
信
と
は
。
中
ら
ひ
よ
か
ら
ざ
れ
ば
。
と
み
に
も
承
引
ず
て
有
け
る
を
。
盛
信
い
た
く
い
き
ど
ほ
り
を
発
し
て
。
つ
ひ
に
定

勝
を
。
勘
事
せ
ら
れ
け
る
社
す
べ
な
け
れ
。
こ
れ
元
禄
七
年
。
七
月
の
こ
と
に
ぞ
有
け
る
。

　

か
く
て
盛
信
ぬ
し
。
元
禄
十
年
は
。
故
宗
巴
ぬ
し
の
廿
五
回
諱
な
れ
ば
。
そ
が
徒
衆
を
集
へ
て
。
五
月
廿
二
日
。
洛
北
報
恩
寺
に

て
。
追
薦
の
徒
歌
を
つ
と
む
。
ま
た
同
年
八
月
廿
二
日
。
京
極
金
蓮
寺
慶
松
庵
に
て
。
徒
ス
ウ
タ
ヒ
ノ歌
会
を
張
行
す
。
さ
て
も
定
勝
は
。
勘
事
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一

せ
ら
れ
て
よ
り
。
何イ
ツ

し
か
四
年
ば
か
り
の
年
次
を
経
て
。
元
禄
十
年
の
秋
の
頃
よ
り
。
病
に
ふ
し
。
そ
の
年
も
暮
て
。
お
な
じ
く

十
一
年
の
春
。
正
月
ば
か
り
。
病
い
よ
ゝ
お
も
り
か
な
り
け
れ
ば
。
と
か
く
の
事
ど
も
。
思
ひ
め
ぐ
ら
し
つ
ゝ
い
に
し
怠
り
を
も
お

も
出
て
。
盛
信
に
今
迄
の
勘
事
許
さ
れ
ん
が
為
に
。
北
野
の
ほ
と
り
な
る
。
普
門
寺
と
い
ふ
寺
の
主
僧
を
し
て
。
其
よ
し
盛
信
の
許

へ
。
今
ま
で
の
勘
事
ゆ
る
さ
れ
ん
事
を
。
願
ふ
よ
し
を
。
ひ
た
す
ら
頼
わ
た
り
ぬ
。
主
僧
。
盛
信
も
ま
み
え
。
彼
が
あ
や
ま
ち
を
悔

る
お
も
む
き
を
宣
ら
れ
け
れ
ば
。
盛
信
。
も
だ
し
が
た
き
筋
な
れ
ば
。
今
は
と
て
勘
事
。
お
も
ひ
ゆ
る
さ
れ
け
り
。
さ
て
の
ち
勘
事

ゆ
る
さ
れ
て
。
盛
信
へ
。
定
勝
よ
り
。
三
條
の
怠
オ
コ
タ
リ

状ブ
ミ

を
ぞ
さ
ゝ
げ
け
る
。
時
は
元
禄
十
一
年
。
正
月
十
六
日
の
事
に
な
ん
有
け

る
。
か
く
て
定
勝
は
。
お
な
じ
月
の
十
九
日
と
い
ふ
に
。
遂
に
身
ま
か
り
ぬ
。
其
後
盛
信
。
元
禄
十
六
年
正
月
。
東
山
双
林
寺
。
林

阿
弥
に
会
を
移
し
。
是
よ
り
月
ご
と
闕
る
事
な
か
り
き
。
此
に
正
徳
二
年
。
二
月
廿
三
日
竹
村
孫
之
進
益
純
。
上
皇
仙
洞
に
て
。
徒

歌
ま
た
仕
舞
。
囃
子
を
奏
ツ
カ
ヘ
マ
ツり

ぬ
。
お
な
じ
く
五
年
。
三
月
十
二
日
。
仙
洞
上
皇
。
服
部
宗
碩
に
仰
ご
と
あ
り
て
。
関
寺
小
町
の
徒

歌
を
め
し
聞
せ
給
ふ
。
こ
れ
ら
昔
に
も
聞
ざ
り
し
誉
れ
な
り
。
そ
の
か
み
人
皆
め
で
と
よ
み
ぬ
（
（（
（

。
然
る
に
孫
之
進
益
純
は
。
享
保
五

年
。
二
月
五
日
。
病
し
て
終
に
身
ま
か
り
ぬ
。

　

さ
て
翌
年
の
四
月
廿
七
日
と
い
ふ
に
。
宗
碩
も
。
身
ま
か
ら
れ
ぬ
る
ぞ
あ
え
な
き
。
い
に
し
寛
文
八
年
。
宗
巴
ぬ
し
隠
居
せ
ら
れ

て
よ
り
。
宗
碩
身
ま
か
ら
れ
ぬ
る
ま
で
は
。
五
十
四
年
の
春
秋
を
な
ん
経
た
る
。
宗
巴
ぬ
し
世
に
な
く
な
り
今
百
年
の
後
と
い
へ

ど
。
こ
れ
の
業
の
。
い
よ
ゝ
ま
す
〳
〵
昌
に
伝
へ
来
ぬ
る
事
は
。
ま
た
く
宗
巴
ぬ
し
の
頼
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
恩
の
ち
は
へ
ま
し
た
ま
ふ
。
物
に
や
あ
ら

ん
と
。
甚
た
ふ
と
く
な
ん
。
世
の
徒
歌
の
業
を
勤
み
を
る
徒
衆
う
べ
疎
に
な
思
ひ
そ
よ
。

　
〔
付
記
〕
浅
野
太
左
衛
門
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
資
料
一
括
は
、
二
〇
一
二
年
浅
野
家
よ
り
公
益
社
団
法
人
京
都
観
世
会
に
寄
贈
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さ
れ
、
京
都
観
世
会
浅
野
文
庫
と
名
付
け
ら
れ
た
。
浅
野
篤
義
氏
と
京
都
観
世
会
の
ご
英
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
文
庫
調
査
に
あ

た
っ
て
は
、
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
、
河
村
晴
久
氏
、
な
ら
び
に
京
都
観
世
会
の
ご
高
配
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な

お
、
校
正
中
、『
観
世
』
昭
和
七
年
九
月
号
か
ら
昭
和
八
年
十
二
月
号
に
か
け
て
の
連
載
に
、
三
品
頼
直
氏
に
よ
る
翻
刻
「
能
楽
餘

録
」
が
あ
る
の
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
本
稿
で
『
能
楽
余
録
（
外
題
）』
と
呼
ん
で
い
る
別
本
の
翻
刻
で
あ
る
。
両
本
の
関
係
に
つ
い

て
は
本
稿
で
も
少
し
触
れ
た
が
、
詳
し
く
は
稿
を
改
め
た
い
。

注（
１
）　

拙
稿
「
素
謡
京
観
世
続
貂
―
―
井
上
次
郎
右
衛
門
家
を
中
心
に
─
─
」（『
神
女
大
国
文
』
十
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
２
）　
『
大
観
世
』
一
九
二
五
年
三
月
～
一
九
二
六
年
四
月
（『
能
楽
古
今
記
』
春
陽
堂
、
一
九
三
一
年
収
録
）。

（
３
）　

野
々
村
戒
三
「「
素
謡
世
々
の
跡
」
と
其
の
著
者
」（『
近
畿
能
楽
記
』
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
三
年
）。

（
４
）　

注
③
前
掲
論
文

（
５
）　
『
素
謡
世
々
之
蹟
』（『
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
）。

（
６
）　

注
③
前
掲
論
文

（
７
）　

滝
沢
解
（
曲
亭
馬
琴
）
に
『
能
楽
考
』（
文
化
十
三
年
）
が
あ
る
（
拙
稿
「
能
楽
の
呼
称
」（
京
都
観
世
会
発
行
『
能
』
三
八
七
号
、

一
九
九
〇
年
八
月
）
が
、
本
書
は
成
立
年
不
明
な
が
ら
、
文
化
十
五
年
の
佐
々
木
春
行
識
語
の
『
素
謡
世
々
之
蹟
』
に
遡
る
こ
と
か
ら

も
、
能
楽
の
呼
称
は
浅
野
栄
足
が
提
唱
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、「
能
楽
」
の
呼
称
が
能
と
狂
言
を
総
括
す
る
名
称
と
し
て
通

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
講
座　

能
・
狂
言
』
第
一
巻
「
能
の
歴
史
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
岩
倉
具
視
の
意
を
受
け
て
明
治

十
四
年
に
能
楽
社
が
結
成
さ
れ
た
頃
に
ま
で
下
る
。
な
お
、「
能
楽
社
設
立
之
手
続
」
に
「
前
田
斉
泰
ノ
意
見
ニ
テ
、
猿
楽
ノ
名
称
字
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面
穏
当
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
能
楽
ト
収
称
シ
、
因
リ
テ
能
楽
社
ト
名
付
」
と
あ
り
、
前
田
斉
泰
（
加
賀
藩
十
三
代
藩
主
）
の
撰
に
な
る

『
能
楽
記
』（
明
治
十
四
年
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
）
に
「
今
定
曰
能
楽
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
能
楽
の
語
の
流

通
に
お
け
る
前
田
斉
泰
の
尽
力
に
つ
い
て
は
、
西
村
聡
氏
執
筆
の
「
金
沢
能
楽
会
の
百
年
」（『
金
沢
能
楽
会
百
年
の
歩
み　

下
』
金
沢

能
楽
会
発
行
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
８
）　
『
能
楽
余
論
』（
外
題
）
で
は
、「
今
の
能
楽
の
本
の
根
ざ
し
は
曲
舞
に
て
、
い
は
ゆ
る
謡
曲
な
り
」
と
表
現
さ
れ
る
。

（
９
）　

欄
外
に
栄
足
筆
に
て
、
〇
「
お
の
れ
栄
足
、
家
の
業
と
し
て
此
の
流
を
汲
を
る
と
は
い
へ
ど
も
、
い
と
末
が
末
と
あ
る
生ト
モ

徒ガ
ラ

に
し

て
、
か
く
や
う
の
書
著ア
ラ
ハは
さ
む
は
、
誠
に
お
ふ
け
な
く
汗
あ
ま
る
心
ち
す
な
れ
ど
、
道
の
為
に
は
何
ら
の
事
を
も
得
思
は
で
勤イ
ソ
シむ
な
り

け
り
。」
と
あ
る
。

（
10
）　

以
下
数
行
分
「
旧
記
に
見
え
た
り
。
か
く
の
如
は
や
く
よ
り
今
の
能
は
出
来
に
け
れ
ど
、
幾
ほ
ど
も
な
く
清
次
の
う
し
身
ま
か
り
給

ひ
し
か
ば
、
お
ほ
か
た
は
二
代
元
清
大
人
の
手
に
出
し
能
多
か
り
け
り
。
ま
た
」
が
、
修
正
の
上
、
最
終
的
に
削
除
。

（
11
）　

割
注
に
「
秦
曲
は
能
楽
を
い
ふ
。
此
事
。
既
に
神
歌
考
に
い
へ
り
」。

（
12
）　

割
注
に
「
元
章
ノ
大
人
曰
。
今
此
類
を
蘭
曲
と
い
ふ
。
抑
蘭
曲
、
優
曲
、
閑
曲
と
い
ふ
は
。
至
れ
る
上
に
此
三
の
姿
あ
る
事
に
て
。

う
た
ふ
人
を
外
よ
り
称
美
せ
る
詞
な
り
。
然
る
を
俗
に
蘭
曲
を
う
た
は
ん
な
ど
い
ふ
事
。
あ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
独
吟
の
曲
と
題
せ

り
。
云
々
」。

（
13
）　

墨
滅
等
に
よ
っ
て
判
読
困
難
。
図
版
７
参
照
。

（
14
）　

割
注
に
「
翌
年
今
年
享
保

と
改
元

。
七
月
十
一
日
。
観
世
十
三
代
織
部
滋
章
大
人
。
身
ま
か
り
た
ま
ひ
ぬ
。
然
に
孫
之
進
は
。
此
大
人
の
忌
日
。

十
一
日
を
以
て
。
徒
歌
の
会
日
と
さ
だ
め
。
月
ご
と
闕
る
事
な
し
。
是
よ
り
宗
碩
。
孫
之
進
。
二
ツ
の
瓜
の
如
く
に
し
て
。
徒
歌
の
業

ま
す
〳
〵
世
に
昌
也
し
な
り
。
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図４

図３
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図６
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図８

図７
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図10

図９




